
就職支援担当職員の進路状況報告書作成の一連の業務をデジタル化・自動化するシステム

進路状況管理システム「KadaShukatsu /カダシュウカツ」の内製開発

進路状況確認・修正システム
(複数の登録画面を束ねる)

進路状況報告システム
（進路種別ごとに登録画面）

For MEXT
(文部科学省向け)

For HelloWork
(ハローワーク向け)

得られた効果
[就職支援担当職員視点]
・紙で収集していたアナログ情報をデジタルデータに変換できた
・進路状況のデータ形式を統一することができた
・未回答者を簡単に把握できるようになった
・就職支援担当職員の業務負担を軽減できた

[学生視点]
・いつでも/どこでも進路状況を登録できるようになった

得られた効果
[就職支援担当職員視点]
・データベースから報告書作成に必要なデータを抽出する作業をなくすことができた
・報告書の様式に合わせて値を集計する作業をなくすことができた
・業種分類/職種分類を誤って回答した学生を発見しやすくなった
・進路状況報告書作成にかかる時間を約22時間削減することができた

[キャリア支援センター視点]
・「就職支援担当職員の目で見て修正した報告書を得ること」を維持することができた

[指導教員視点]
・学生の就活状況をリアルタイムに把握できるようになった

システム運用の効果

特性 説明

正確性
意図した概念や事象を、どの程度正しく、表現できて
いるか。

完全性
対照が複数のものの集合であるときに、どの程度その
集合の全体のデータをカバーできているか。

一貫性
対照データやそれを用いた統計値等が複数記録されて
いるときに、それらはどの程度相互に矛盾がないか。

信憑性 データの内容の正しさがどの程度信頼できるか。

最新性
システムの持つ/表示するデータが、どの程度、現実の
変化に追従できているか。

アクセシビリティ
障害のある人々が、どの程度、そのデータにアクセス
できるか。

標準適合性
データに関する法令や各種の基準にどの程度適合して
いるか。

機密性
データ利用が、どの程度、正当な利用者のみに限られ
ているか。

効率性
データの取り扱いにおいて、システム上のリソース
（メモリ等）をどの程度効率的に利用しているか。

精度 データはどの程度精密か。

追跡可能性
データへのアクセス事象やデータの変更事象をどの程
度まで、また容易に追跡できるか。

理解性 データの内容がどの程度容易に判読・理解できるか。

可用性
データを利用したいときにどの程度の割合で利用でき
るか。

移植性
データが、どの程度、プラットフォームや組織を超え
て実装したり、移動したりできるか。

回復性
システムにトラブルが生じた時、どの程度、本体の
データを回復できるか。

完全性 一貫性 正確性 信憑性

進路状況管理システム
「KadaShukatsu／カダシュウカツ」

進路状況報告書作成システム
「KadaShukatsu Report /カダシュウカツレポート」

For Adviser
(指導教員向け)

カダシュウカツ カダシュウカツレポート

データ品質の向上

表 1. データ品質モデル

[他部門の職員]
このデータは信頼
していいのか？
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